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（小特集①）
令和5年梅雨前線による大雨での九州北部地方の

被災ため池調査

小嶋　　創・正田　大輔・吉迫　　宏

　令和 5 年梅雨前線による大雨で被災した防災重点農業用た
め池のうち，決壊したものおよび土砂流入により被災したもの
を対象として現地踏査を行い，決壊形態や被災状況について検
討した。また，決壊氾濫流による下流域の被災が確認された事
例に対しては，従来ため池で一般的に用いられてきた浸水想定
手法である簡易氾濫解析を適用し，実際の被災状況と比較・検
討した。それらの結果を踏まえて，今後の防災重点農業用ため
池の防災対策上求められる技術開発等について考察・提案した。

（水土の知 92-2，pp.3～6，2024）
ため池，決壊，土砂流入，豪雨，九州北部，令和 5 年梅
雨前線による大雨

（小特集②）
ため池堤体への越水保護工の導入と補助洪水吐機能の創出

森井　俊廣・岡島　賢治・小林　秀一

　越水保護工の導入により斜面侵食と洗掘を確実に防ぐことが
できれば，ため池堤体の安全性を確保しながら洪水流を流下さ
せることができる。現行の洪水吐の能力を上回る洪水流量分だ
けを流下させるとすれば，越水保護工は補助洪水吐の役割を担
うことになる。いずれにしろ越水保護工の導入により，ため池
堤体の豪雨耐性を確保しうるハード対策の一つが実現できる。
2014 年に公表された米国 FEMA による技術マニュアルをも
とに，土質堤体を対象に開発・適用されてきた越水保護工の工
種，ならびに設計・解析と建設における技術的考慮事項を紹介
した。ため池堤体に好適な工種として，主にガビオンおよび
RCC（転圧コンクリート）を取り上げた。

（水土の知 92-2，pp.7～10，2024）
ため池堤体，越水，越水保護工，補助洪水吐，ガビオン，
RCC，単位越水量

（小特集③）
ベントナイト混合土を活用したため池改修工法

上野　和広・溝渕健一郎・水野　正之・下村　和也 
大西　文明・佐藤　周之・佐古田又規・長束　　勇

　防災重点農業用ため池に係る防災工事等の推進に関する特別
措置法では，劣化状況調査と地震・豪雨耐性評価を実施し，安
全性が損なわれている場合には防災工事を実施することとして
いる。防災工事としてため池堤体の改修を行う際，前刃金工法
が一般的に用いられるが，近年ため池付近で良質な刃金土を確
保することが困難になっている。本報では，母材となる砂質系
土砂にベントナイトを一定量混合することで遮水性を改善した
ベントナイト混合土を，刃金土の代替として活用する手法を紹
介する。ベントナイト混合土の製造方法，材料特性および施工
方法について説明するとともに，ベントナイト混合土を刃金土
の代替として用いる際の留意点を述べる。

（水土の知 92-2，pp.11～14，2024）
ため池，刃金土，ベントナイト混合土，薄層段切り工法，
鉛直遮水壁工法

（小特集④）
ため池ベントナイトシート工法標準化に向けた兵庫県の取組み

小田　哲也・澤田　　豊・野村　純数・福永　隼也 
前田　真宏・泉　　明良・堀　　俊和

　2030 年度までに改修が必要なため池は兵庫県で 314 カ所に
のぼり，改修工事が増加する傾向にある。一方，改修に必要な
コア用土が枯渇傾向にあり，今後長期にわたりため池改修工事
が継続されることを想定すると，代替工法の確立が喫緊の課題
である。本県ではため池整備を集中的かつ計画的に進めるため
に，ベントナイトシート工法も代替工法のひとつになると判断
しているが，統一的な設計・施工のルールが確立されていない。
そこで，ベントナイトシート工法の設計手法や施工管理等の標
準化を図ることを目的にマニュアルの策定を検討した。本報で
は，マニュアル策定の過程で設計手法や管理手法の標準化を
図ったので，その内容・特徴について報告する。

（水土の知 92-2，pp.15～18，2024）
ため池，ベントナイト系遮水シート，設計・施工マニュ
アル，浸潤線，安定計算

（小特集⑤）
ため池防災工事における制約条件と対策工法の関係性

泉　　明良・寺家谷勇希・大山　峻一

　現在，防災重点農業用ため池を対象とした防災工事が推進さ
れている。以前は，従来工法である押さえ盛土工法や前刃金土
工法による改修が主流であったが，近年，良質な堤体材料が全
国的に枯渇している傾向にあり，ベントナイトシート工法や地
盤改良工法などが採用されている。工法選定に当たっては，た
め池の立地条件や周辺環境等を考慮した上で，耐震性および施
工性，経済性を総合的に評価しているが，ため池ごとに詳細に
検討する必要がある。そこで，工法選定を効率化するために，
施工上の制約条件と採用した対策工法に関するアンケートを実
施し，制約条件と採用された対策工法の関係を明らかにし，対
策工法の選定フローを提案した。

（水土の知 92-2，pp.19～22，2024）
ため池，防災工事，対策工法，施工上の制約，アンケート

（小特集⑥）
ため池のデータ駆動型デジタルツイン構築の試み

本間　雄亮・牧野　信夫・黒田清一郎

　デジタルツインはサイバー空間に現実空間の環境を再現する
ものであり，Society 5.0 を具現化する技術と考えることがで
きる。デジタルツインの実現に向けた技術開発は，自然災害へ
の備え，老朽化するインフラの機能の持続性の確保と農村の活
性化のために必要と考える。そこで，農研機構内のため池にお
いて行っているデジタルツイン構築の試みを紹介する。ドロー
ンやため池に設置した水位計から取得したデータに対し，AI
や統計解析を利用したデータ分析を行い，個々のデータを統合
した結果をデジタルツインとして構築した。今後は，シミュレー
ション機能の追加や具体的な活用事例の蓄積が必要になると考
える。

（水土の知 92-2，pp.23～26，2024）
ため池，デジタルツイン，データ駆動型，4 次元データ，
AI，データ分析



（小特集⑦）
防災重点農業用ため池での水位低下が生物の分布に及ぼす影響

柿野　　亘・田近　　咲・菱伊　　廉 
竹内　　基・馬場　光久

　防災重点農業用ため池に指定された青森県十和田市に位置す
る一本木沢ビオトープ内のため池の水位を 2021 年 4 月以降に
低下させた。これを受け，一本木沢ビオトープ協議会および地
域住民とで，ため池に生息する魚類およびトンボ類の分布への
影響をモニタリング調査した結果，魚類については，現時点で
優占種の再生産に特段の影響は確認されなかった。一方で，イ
トトンボ類は水際の抽水植物が水位低下で陸化することで飛来
数が減少することが明らかになった。また，イシガイ科二枚貝
の生息場である沿岸帯が頻繁に陸化することが懸念された。今
後の課題として安定した水位管理の必要性が指摘され，一連の
現状および課題が関係者で共有された。

（水土の知 92-2，pp.27～30，2024）
魚類，トンボ類，ビオトープ，土地改良区，水利管理，
保全管理

（技術リポート：北海道支部）
肥培灌漑施設における硫化水素発生量の推定

堀崎我久音・渡邉　　充・山本　康仁

　北海道根室市および別海町では，肥培灌漑施設が整備され，
家畜ふん尿の適正な利活用が図られている。肥培灌漑施設の一
部であるコンクリート製の調整槽では，家畜ふん尿の撹拌・曝
気によって硫化水素が発生するため，防食工を行っている。防
食工の工法規格は，槽内の「年平均硫化水素濃度」をもとに選
定されるが，施設の整備前に規格を決定する必要があるため，
牛舎の生ふん尿を用いた室内試験の結果から整備後の硫化水素
濃度を推定している。室内試験による推定値と規格選択の妥当
性を検証するため，整備後の施設において現地モニタリング調
査を行ったところ，室内試験による防食工の規格選択はおおむ
ね妥当と考えられた。

（水土の知 92-2，pp.34～35，2024）
環境保全型かんがい排水事業，肥培灌漑，防食工法，硫
化水素，塗布型ライニング工法

（技術リポート：東北支部）
吸水槽工事における被圧地下水対策の施工事例

小形　和大

　農地整備事業「瀬峰地区」（宮城県栗原市瀬峰）の瀬峰地区
第一揚水機場の施工場所は，栗原市内で最も標高の低い場所（海
抜 1.8 m）に位置し，工事施工面の下に被圧地下水が確認され
ている。施工に当たり，吸水槽工事で設置する支持杭周辺から
地下水が噴出し，基礎杭の許容支持力が吸水槽の荷重を下回る
ことが懸念されたため，「スーパーウェルポイント工法」によ
る地下水対策を行った。本報では，被圧地下水対策に係る検討
から施工までの流れを報告する。

（水土の知 92-2，pp.36～37，2024）
被圧地下水，吸水槽，スーパーウェルポイント工法，プ
レボーリング工法，揚水機場

（技術リポート：関東支部）
船生用水の隧道補修工事の取組み

小枝　伸由・鈴木　菜月

　船生地域は，栃木県塩谷町の鬼怒川左岸に位置する水田地帯
であるが，農業用水の確保に苦労してきた。江戸時代後期から
水路および隧道等の工事を実施し，昭和 27（1952）年の船生
頭首工の完成により安定確保が可能となったが，それら灌漑施
設が耐用年数を迎え老朽化が進んだことから平成 27（2015）
年度より機能診断を実施した。明雲寺隧道は明治期に開削され
昭和初期に覆工が行われたが，コンクリート厚，コンクリート
強度が基準値を下回ることが確認されたことから，必要水量，
地山の状況，施工時期，水路形状等を考慮のうえ検討を行い，
既成管挿入工法（FRPM 管）による補修工事を行うこととした。
本報では既成管挿入工法（FRPM 管）の選定と施工状況につ
いて報告する。

（水土の知 92-2，pp.38～39，2024）
農業用水，船生用水，水路トンネル，老朽化対策，既製
管挿入工法，FRPM 管

（技術リポート：京都支部）
日本緑茶発祥の地における茶園整備

長澤　輝佳

　地形的条件が不利な茶園では，担い手の減少や茶農家の高齢
化に伴い管理作業が困難になり，茶園の耕作放棄が懸念される。
特に傾斜が急な茶園は，機械の導入に適さず作業効率が悪いこ
とから，作業性の高い茶園への整備が必要となる。日本緑茶発
祥の地である京都府宇治田原町は，茶の栽培に適した豊かな風
土に恵まれ，宇治茶の主要産地として美しい「山成り茶園」の
景観を有している。本報では，同町湯屋谷の茶園において，機
械の導入を可能として作業効率の向上と生産性の強化を図るた
め「山成りの急傾斜茶園」を「緩やかな傾斜の茶園」へ改良し
た整備事例を紹介する。

（水土の知 92-2，pp.40～41，2024）
宇治茶，改良山成畑工法，階段畑工法，区画勾配，畑面
暗渠，土層改良，お茶の京都

（技術リポート：中国四国支部）
玉津・下島山地区における騒音振動を考慮した施工事例

犬伏　直也・網岡真由奈

　愛媛県西条市東部に位置し低平水田地帯である玉津・下島山
地区の湛水防除事業により，排水路工事を行った。本排水路の
出口は河口付近の感潮区域となっており，施工時には干満潮位
の影響により排水路断面内に一時滞水することとなる。これに
より，工事施工に伴う仮締切りや仮設道などの仮設工事の検討
が必要となる一方で，排水路護岸に隣接する住宅や近隣の学校
等への振動騒音に係る対策が必要となっている。これらの現場
条件を考慮した上で工法検討を行い，排水路護岸の改修工事を
行った施工事例について紹介する。

（水土の知 92-2，pp.42～43，2024）
施工事例，湛水防除事業，排水路整備，騒音振動，鋼矢
板



（技術リポート：九州沖縄支部）
羽地大川地区の管水路施設で発生している圧力脈動

青木　　進・嶺井　志麻・稲垣　仁根・福田　　寛

　沖縄北部にある今帰仁東部支線水路は，ダクタイル鋳鉄管φ
200～350，延長約 6.7 km，路線内に減圧弁付き分水工が 11
カ所ある。減圧弁上流側のアナログ圧力計測では，20 秒程度
の周期で最大圧力 2.0 MPa 超，振幅 1.5 MPa の圧力変動が継
続発生していた。このため，文献を確認し，末端で発生した微
小な圧力変動に減圧弁が反応し，管内を往復する間に圧力波が
増幅する圧力脈動が発生していると考え，令和 2 年度から 3 年
間，圧力脈動の調査，抑制工の検討・設置・効果検証を行った。
圧力脈動抑制工の検討では，現地調査結果から圧力脈動の状況
を水理解析で再現し，安全弁の最適な位置を決定し，設置後の
長期モニタリングにより効果を確認した。

（水土の知 92-2，pp.44～45，2024）
減圧弁，自励振動，圧力脈動，固有振動周期，安全弁

国際ジャーナル「Paddy and Water Environment」（PAWE 誌)
購読料のお知らせと購読者の大募集!!

　PAWE 誌は，モンスーンアジア諸国の水田農業工学に関わる研究論文，技術論文が多数掲載されており，研究者の
みならず，各種事業に携わる技術者にとっても貴重な学術情報誌です。2022 年のインパクトファクター（IF）は過去
最高の 2.2 となり，国際ジャーナル誌（オンラインジャーナル）としての位置づけがますます向上しています。
　PAWE 誌を購読することは，農業農村工学を専門とする研究者・教育者が自らの identity を確かなものにし，帰属
する集団を自覚する役割を果たすものだと認識しています。
　PAWE 誌への投稿は投稿料，掲載料を無料としていますが，投稿者は学会員と同時に購読者であることが必要です。
そこで，投稿者の負担を大きく軽減し，投稿しやすくしました。特に学生会員の支援強化のため，学生会員の購読料を
大幅に値下げしました。
　・会員・名誉会員： 9,900 円（税込）
　・学生会員（院生含む）： 4,950 円（税込）

PAWE 誌は水田農業における土地，水，施設および環境に関する科学と技術の発展へ
の貢献を目的としており，掲載論文の分野は，次のように幅広い内容となっています。
① 灌漑（水配分管理，水収支，灌漑施設，栽培管理）
② 排水（排水管理，排水施設）
③ 土壌保全（土壌改良，土壌物理）
④ 水資源保全（水源開発，水文）
⑤ 水田の多面的機能（洪水調節，地下水涵養など）
⑥ 生態系の保全（水生・陸生動植物の生態系）
⑦ 水利施設と減災・防災（施設管理，地すべり，気候変動，災害防止など）
⑧ 地域計画（農村計画，土地利用計画など）
⑨ バイオ環境システム（水田農業と水環境，土壌環境，気象環境）
⑩ 水田の多目的利用（田畑転換，施設園芸）
⑪ 農業政策（農村振興，条件不利地の支援策など）

是非この機会に購読者になって国際デビューを果たしましょう。
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